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Many analogical inference models have promoted in the metaphor thoughts, yet they are mostly based on linguistic 
reasoning. However, a phrase “make sense” shows that the “body’s” importance as a basis of intelligence among different 
domains. In this paper, we propose a model of embodied reasoning, and discuss practical application between dance and 
daily domain. 

 

1. はじめに 
野球を長期間行っていた人が他のスポーツを行う時に野球

での経験を活かしてコツを素早く掴むということがある．またビジ

ネスでのチームワークの役割を野球の内野・外野と捉えて理解

することがある．このような複数のドメイン間における経験や比喩

表現を通じた理解は如何にして成り立つのだろうか．このような

現象はスポーツに限らず一般的であり（cf. バレエが得意な人が
楽器演奏に長けている，将棋が得意な人が空手の間合いをは

かるのが得意である，良い音楽をたくさん聴いている人がお酒

を飲む時の表現が豊かなど），人間に見られる柔軟な思考を解

明するための鍵につながると考えられている． 
従来ではこれらの現象を知の転移と捉え言語の類推的思考

に基づくモデルが提案されてきた．類推とは過去の経験（ベー

ス）をもとにして現在の問題（ターゲット）を理解する推論形式の

ことであり，そのプロセスとして(1)ターゲットの表象生成, (2)ベー
スの検索, (3)写像, (4)適合・学習のサブプロセスからなるとされ
てきた． 
我々はこの一連のプロセスとは違う，言語的推論を介さず身

体を介した複数ドメインの知の理解があると考える． 「腑に落ち
る」という表現があるように一見転移に見える現象も共通基盤と

しての身体があるからこそ生じる現象であろう．この考え方は古

くは Johnson や Lakoff に始まり[Johnson87, Lakoff99]，現在で
は Shapiroによっても主張されている[Shapiro10]． 
本稿では「腑に落ちる」という考え方と Casirerや Goodmanが

唱える多元的世界[Casirer97, Goodman78]の考え方を用いて複
数ドメインの知を成立させるモデルを提案する． 

2. 関連研究 
1 章で述べたように，類推の研究は Lakoff らの研究

[Lakoff80]を始めとして人工知能や思考の認知研究の中で重
要な位置を占めてきた．その背景として類推には計算論的に見

てさまざまな問題点が含まれているからである．例えば，ベース

はターゲットと別に未知の領域であることが多い．したがって類

推におけるベースの検索はルールベースのように適当にルー

ル群から選択するというほど簡単なものではない．また何の制約

もない写像も計算論的に困難であるという問題を含む． 
こうした類推における問題に対して，構造の比較による類推，

属性の類似性に基づく類推，抽象化に基づく類推といった方法

が採用されてきた（例えば一つ目は Gentner の構造写像理論
[Gentner83]のコンピュータへの実装[Falkenhainer89]，二つ目
は Holyoak らの多重制約理論[Holyoak95]，三つ目は Russell
の研究[Russell89]など）． 
一方で，これらの研究は言語的な構造を基にして類推を行う

が，言語構造の構築を改良して共通基盤としての身体の動きを

考慮したモデルもいくつか提案されてきた（例えば構造写像理

論を基礎的な動作に置き換えて類推を行うよう改良した方法[諏
訪 94]など）．この背景には身体を基盤とした知の重要性が唱え
られ[Johnson87]認識され始めたころで，その後も多くの研究者
によって基盤としての身体の重要性を主張している[Valera91, 
Lakoff99, Noe04, Shapiro10]． 
本研究でも基盤としての身体に着目し，言語的思考を介さな

いモデルの構築を目指す． 
 

3. 基盤として「ひとつ」のからだのモデル 
Casirer や Goodman はある現象に対して複数の解釈を許す

世界，多元的世界[Casirer97, Goodman78]を提言している．例
えば同じ蝶蝶の動きを見ても生態学的に捉えるのと，日常の観

点で見るのと，ダンスの観点で見るのとでは呼び名も解釈の仕

方も違う．生態学的に見れば，種や特徴，行動パターンについ

て述べるであろうし，日常の観点では色や可愛らしさを語るだろ

う．またダンスの観点で見ると動きそのものをまずは捉えることに

なるだろう． 
ここで現象から解釈を生成するモデルを図１に示す[川崎 12]．

このモデルは全部で３層のレイヤーからなる．一番下が基盤とし

ての身体である．実際の身体の動きがどうであるかについて述

べる．２番目のレイヤーは身体の状態について語るレイヤーで

ある．そして１番上がその呼び名に対する解釈である．図１の例

で言えば，みぞおちを引き上げ，おしりをしめるといった身体の

動きをすることで，バレエで言う所の１番という姿勢をとることが
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でき，これはすなわちスタンダードポジション，基本姿勢に他な

らない． 
この基本図を用いて「腑に落ちる」という現象をモデル化する．

図２に示すように，複数の柱が立っているのはそれぞれの観点

で身体の状態の呼び名が変わってくるからである．これは

Casirer らの多元的世界を表したものを同じである．「ひとつ」の
とカッコつきで示しているのは，共有できる基盤としての身体は

本人の身体に他ならないからである． 
図 3 にこのモデルを適応した実際のダンスの様子を示

す．”Butterfly Effect”と名付けられたとダンスは蝶々のイメージ
を表現したものである．ダンスと日常といった異なるドメインにお

ける蝶々に対するイメージが日常では違う．例えば，日常での

解釈には，可憐，ひらひらしている，掴んだら壊れちゃいそう，

でも意思を感じるといった解釈ができ，その解釈の基となってい

る身体の動きを捉えることでダンスを制作していった．身体の状

態として，空を飛んでいる，華奢だけど強そうに見える，といった

ことを実現する身体の動きとして「手から指先まで力が入ってい

る」，「骨格が出ている」，「面的な動きをする」といったことを見

出すことができる．そこからダンスの身体の状態として，腕の脱

力，肩のアイソレーション，腹の下の空間が空いている，といっ

た状態を作ることが望ましいことが分かる．結果ダンスの表現と

しての内なる強さや可憐さと儚さを持ち合わせるといったことが

表現できるようになった． 
この制作にあたって，最初は暗黙的にかわいいから可憐に踊

る，としていたのだが，いつまでたっても思うような作品が作れな

かった．しばらく試行錯誤して「腑に落ちた」と思った瞬間に身

体の動きのレイヤーで繋がったと制作者が語っている．このモ

デルを用いることで制作に対する応用可能性があるといえよう． 
 

4. おわりに 
本稿では，比喩表現を用いた理解や異なるドメインでの経験

を通じた理解に対し，「腑に落ちる」という表現をヒントに共通基

盤としての身体が「ひとつ」存在するモデルを提案した．またダ

ンスと生活の現場を例に異なるドメイン間において身体がどう作

用したかを示した． 
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図 1 現象から解釈を生成する基本図 

図 3 実際のダンスに適応した様子 

図 2 基盤としての「ひとつ」のからだモデル 


